



























• 5月 31日 伏虎義務教育学校 山岡先生 4年生「天気と 1日の気温」
• 6月 15日附属小学校 久保先生 4年生「電気のはたらき」
• 6月 28日 附属小学校 岩崎仁先生 6年生「ヒトや動物の体」
. 7月 1日 高松小学校 辻本先生 3年生「風やゴムのはたらき」
• 7月 5日 藤戸台小学校 中野先生・稲垣先生 6年生「生物どうしのつながり」
. 7月 10日 四箇郷北小学校 小川先生 3年生「風やゴムのはたらき」
・10月 2日 藤戸台小学校 中野先生 6年生「水よう液の性質」
・10月 18日藤戸台小学校 稲垣先生 4年生「とじこめた空気や水」
・10月 23日四箇郷北小学校 長田先生 4年生「とじこめた空気や水」
岸本先生 6年生「水よう液の性質」
• 11月 3日 附属小学校 岩崎仁先生 6年生「電気の利用」
久保先生 4年生「ものの温度と体積」
• 11月 7"-'8日 第 52回全国小学校理科研究協議会研究大会岐阜大会
(11月 8日 岐阜市立柳津小学校）参加岩崎朝蔵先生・岸本先生
• 11月 29日藤戸台小学校 中野先生 5年生「ふりこのきまり」
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1 1月 7日、 8日に開催された第 52回全国小学校理科研究協議会研究大会岐阜大会に参加し
た。
第 1日目の全体会で行われた岐阜大会研究部長による基調提案では、岐阜県小中学校教育研究
会理科部会としての研究内容が説明された。 60年以上の歴史をもつ研究会では、「もので始まり」
「もので追究し」「もので終わる」ことを大切にし、常に自然事象を前提として考える児童の育成
を図ってきたとのことだった。大会では「理科の見方・考え方を意識的に働かせ、自然を追究す
る理科学習～間題を科学的に解決するための資質・能力の育成を目指して～」との主題を設定し、
3つの研究内容、すなわち
① 理科の見方・考え方を意識的に働かせる手立ての工夫
② 問題解決の力を育成するための指導の工夫
③ 学びのよさや高まりを自覚するための評価の工夫
を中心とした取組を行っていた。その中でも、「理科の見方・考え方を意識的に働かせる手立ての
工夫」によって、児童が理科の見方・考え方を働かせながら意見をつなげる実践例を紹介する。
大会第 2日目は会場校のひとつである岐阜市立柳津小学校を訪問し、公開授業等に参加した。
柳津小学校では、理科の見方・考え方を働かせて間題解決の力を育成するための手立てのひとつ
として、教師と児童が一緒になって見出した「やないづアイテム」を活用した取組を行っている。
「やないづアイテム」とは、児童の言葉から理科の見方・考え方に関わる表現を教師が意図的に
価値づけ、学習で使用する言語表現の“緩やかな型”として位置づけたものである。柳津小学校
理科部の研究提案によると、アイテムになる表現を見出したり整理したりしながら言語活動に活
用するよう指導し、価値づけ続けることで、児童が間題解決に有効な見方・考え方を働かせ、資
質・ 能力を獲得することができるとされている。児童の言葉の中から、理科の見方・考え方を的
確に価値づけるためには、教師の深い教材理解と各単元で活用するアイテムの明確化が重要であ
る。柳津小学校では、重点的に育てたい間題解決の力と、児童が意識的に働かせる見方・考え方
をつなげた年間育成計画が作成されている。各単元で用いるアイテム、アイテムを表出させるた
めの指導・支援、アイテムを働かせて問題解決する児童の姿が位置づけられており、年間育成計
画を基に綿密な単元指導計画が考えられていた。
公開授業では各学年で重点的に育てたい間題解決の力に焦
点を当てた授業が行われており、どの学級でも“緩やかな型”
である「やないづアイテム」を用いた言語活動がみられた。児
童はアイテムを使いながら考えを書いたり話したりし、教師が
発表に合わせて黒板上で価値づけ、共有していた。「似ていて」
や「違って」など自身の立場を明らかにする表現だけでなく、
「他も～だろうか」や「～すれば～になるから」などの表現を
活用して話すことで、話し手も聞き手も「比べて考えているな」
（比較・類推）や「～と～が関係しているんだな」（量的• 関係
的な見方）などのように、理科の見方・考え方を自覚しながら
科学的に思考すると考えられる。「やないづアイテム」は教師の
授業改善を促し、児童の言葉を通して間題解決の力を育てるための重要な手立てになるだろう。
教師の価値づけによって働かせている理科の見方・考え方が明確になった話し合いは、児童の思
考・表現を科学的な思考・表現へと修正していく機会となる。柳津小学校の取組によって、科学
的な表現を“型”（アイテム）として用いた話し合いが、質の高い学びが生まれる教室談話につな
がる可能性を学ぶことができた。
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